
儀礼に使われたと考えられる木
製のよろい。細やかな文様が彫刻
され、赤と黒に着色されている。
背中側には翼のような突起があ
る。国内で他に例のない形や装飾
をしている。（伊場遺跡出土）

魚のひれのような装飾が縦方向に
4 本、横方向に 1 本付いていること
から「鰭付壺」と呼ばれる。鰭付壺は
全国でも珍しい。（伊場遺跡出土）

ひれ状の装飾

装着イメージ
（レプリカ）

伊
場
遺
跡
は
、一
人
の
中
学
生
が
弥
生
土

器
片
を
発
見
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、の
ち
に
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
、伊
場
遺
跡
と
そ
の
周
辺

の
鳥
居
松
遺
跡
や
梶
子
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土

し
た
土
器
や
木
製
品
、ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
６

０
５
点
が「
伊
場
遺
跡
群
出
土
品
」と
し
て
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。浜
松
市
博

物
館
の
収
蔵
品
で
は
初
め
て
、ま
た
、考
古
資

料
と
し
て
も
市
内
で
初
め
て
の
指
定
と
な
り

ま
す
。出
土
品
の
中
で
も
特
徴
的
な
４
点
を
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。11
月
下
旬

か
ら
博
物
館
で
開
催
す
る
特
別
展
で
は
、こ

の
４
点
を
含
む
多
く
の
出
土
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

伊
場
遺
跡
群
出
土
品
に
は
、細
や
か
な
文

様
の
木
製
品
や
、他
の
地
域
か
ら
影
響
を
受

け
た
と
考
え
ら
れ
る
土
器
、銅
鐸
や
鏡
を
模

し
た
土
製
品
な
ど
、当
時
の
生
活
や
文
化
を

物
語
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
何
の

た
め
に
作
っ
た
の
か
な
」「
ど
ん
な
人
が
使
っ

て
い
た
の
か
な
」と
想
像
し
て
み
る
と
、展
示

を
よ
り
深
く
楽
し
め
ま
す
。

　弥生時代の集落遺跡としては市内最大級と
なる伊場遺跡。遺跡が発見された 76 年前は大
きな注目を集め、発掘調査には市民や地域の
学生なども参加しました。時を経て、伊場遺跡
と周辺の遺跡群から出土した土器など605点
が重要文化財に指定されました！
　ここでは出土品の特徴を紹介し、発掘調査
の歩みを振り返ります。

◎この特集に関するお問い合わせは、博物館（☎ 456-2208）へ

【
重
要
文
化
財（
考
古
資
料
）と
は
】 

有
形
文
化
財

の
う
ち
国
が
重
要
と
み
な
し
て
指
定
す
る
も
の
が

重
要
文
化
財
で
す
。そ
の
中
で
、遺
跡
か
ら
出
土
す

る
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
考
古
資
料
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

当時としては貴重な顔料で着色されて
います。他の地域で作られた木甲が伝
わってきたのでは。

この壺は76年前に出土したもので、長い
間「伊場遺跡の土器といえばこれ！」と言
われるくらいよく知られています。

博物館学芸員のひとこと

博物館学芸員のひとこと

弥生時代の伊場遺跡の想像図。集落は、3 重に
掘られた環濠（かんごう）に囲まれていました。

旧石器時代縄文時代

重要文化財指定
	 博物館で特別展を開催

特集

伊場遺跡群出土品を
見に行こう

木甲

鰭付壺

伊場遺跡
群出土品①

伊場遺跡
群出土品②

ひれつきつぼ

もっこう
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建物の形をした足付きの器。弥生
時代に田んぼのあぜだった場所
から出土した。（鳥居松遺跡出土）

台座の部分に木の葉形または円形の
透かし穴がある伊場遺跡群の特徴的
な土器。また、そうした特徴を忠実に
表現したミニチュア土器も発見され
ている。（伊場遺跡出土）

大阪府立弥生文化博物館

館長　禰
ね ぎ た

宜田佳
よ し お

男 さん

ミニチュア土器

建物の形

透かし穴

伊場遺跡は、JR 浜松駅から西へおよそ２km の
位置にあります。およそ 1900 年前、この場所で
弥生時代の人々は、温暖な気候を生かして稲作
を行い、集落をつくって暮らしていました。

　伊場遺跡は有名でしたので 40 年以上前の学生
時代以来、弥生文化博物館で木甲のレプリカ作成
のためなど公私にわたり訪れてきました。遺跡は
弥生後期の３重の環濠集落跡ですが、首長の居宅
を取り囲む事例は全国的に稀少です。今回重要文
化財指定された遺物はここから出土したもので
す。伊場遺跡は列島の弥生社会を知る上で欠かす
ことのできない重要な遺跡なのです。

◉弥生時代の研究者で伊場遺跡群出土品の再
整理にご協力いただいた禰宜田佳男さんに、
伊場遺跡の特徴を伺いました。

弥生社会を知る上で重要な遺跡

博物館学芸員のひとこと

柱の特徴から、穀物倉庫や神殿を
まねた可能性があります。例えば
この土器に種

たね
籾
もみ
（イネの種）を入

れて豊作を祈ったのではないか、
などと想像できます。

博物館

集落が営まれ、カマドを
持つ住居がつくられる

伊場遺跡でのできごと……　
　　集落が営まれ、水田でコメづくりが行われる

JR 浜
松駅

伊場遺跡
伊場遺跡群

弥生時代（およそ 2800 年前〜 1750 年前）古墳時代飛鳥時代奈良時代
敷智（ふち）郡の役所が置かれる

伊場遺跡群出土品から分かる弥生時代
後期の社会や文化、地域間交流を紹介します。九州や中国地方
などの各地からも、関連のある出土品がやってきます！

場 所 	博物館（中央区蜆塚四丁目 22-1）

会 期 	11月22日㈯から2026（令和8）年1月18日㈰まで
	 休館日：月曜日（休日の場合翌日）、12月29日〜1月3日

開館時間 	9:00 〜 17:00

観覧料 	大人 800 円、高校生 500 円、小中学生 300 円
	 未就学児、各種障害者手帳所持者とその介添者１人は無料
	 ※常設展も観覧可

● �ギャラリートークを 11 月 22 日㈯、12 月 28 日㈰、2026（令和 8）年 1 月
18 日㈰に開催（各日 10:30 〜 11:00 ※ 12 月 28 日㈰は 14:00 〜 14:30
も開催）。当日、直接会場へ。

● �木甲ペーパークラフトづくりワークショップを 12 月 28 日㈰
9:45 〜 10:20 と 13:15 〜 13:50 に開催。各回 10 組（当日申込
先着順）、費用 100 円（別途観覧料が必要）。

特別展「伊場遺跡群と
　弥生時代後期の文化」

装飾高坏

家形土器

伊場遺跡
群出土品③

伊場遺跡
群出土品④

いえがたどき

そうしょくたかつき

23



伊
場
遺
跡
発
見
か
ら
76
年
の
歩
み

１
９
４
９（
昭
和
24
）年

土
器
が
発
見
さ
れ
、國
學
院
大
學
が

発
掘
調
査
開
始

１
９
５
４（
昭
和
29
）年

県
指
定
史
跡
に
指
定

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
ご
ろ

遺
跡
の
一
部
が
国
鉄
東
海
道
線
の

貨
物
駅
と
留
置
線
の
移
転
予
定
地
と
な
る

１
９
６
８（
昭
和
43
）年

貨
物
駅
と
留
置
線
用
地
の
発
掘
調
査
開
始

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

貨
物
駅
と
留
置
線
の
移
転
の
た
め

県
史
跡
指
定
が
解
除

１
９
７
４（
昭
和
49
）年

伊
場
遺
跡
公
園
整
備
開
始

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

伊
場
遺
跡
資
料
館
が
開
館（
現
在
は
閉
館
）

２
０
０
２（
平
成
14
）年

伊
場
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
古
代
の
木
簡・

墨ぼ
く
し
ょ書

土
器
が
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
る

２
０
２
５（
令
和
７
）年

伊
場
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代

後
期
の
遺
物
が
重
要
文
化
財
指
定

伊
場
遺
跡
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　

伊
場
遺
跡
は
埋
め
戻
さ
れ
た
今
も
地
下

に
眠
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、遺
跡
を
後
世

に
残
し
て
い
く
た
め
に
、現
地
の
保
存
に
努

め
る
と
と
も
に
、遺
跡
公
園
や
出
土
品
を
活

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
、市
民
の

皆
さ
ん
へ
遺
跡
の
価
値
や
魅
力
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

発
見
か
ら
重
要
文
化
財
指
定
ま
で

70
年
以
上
も
か
か
っ
た
の
は
な
ぜ
？

　
最
初
の
発
見
以
降
も
伊
場
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。周

辺
に
も
同
じ
時
代
の
遺
跡
の
存
在
が

分
か
り
、遺
跡
群
全
体
で
大
小
含
め

る
と
１
０
０
回
を
超
え
る
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
調
査
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、弥
生
時
代
の
人
々
の
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
の
様
子
が
次
第
に
明
ら
か
に

な
り
、今
回
の
６
０
５
点
の
指
定
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

１
９
０
０
年
近
く
も
の
長
い
間
、

木
製
品
が
土
の
中
で
残
っ
た
の
は

ど
う
し
て
？

　
地
上
や
浅
い
土
の
中
で
は
、多
く
の

場
合
、微
生
物
の
活
動
に
よ
っ
て
木
は

分
解
さ
れ
て
し
ま
い
残
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、低
湿
地
の
遺
跡
で
あ
る

伊
場
遺
跡
群
は
、水
分
を
適
度
に
含

ん
だ
厚
い
粘
土
層
に
覆
わ
れ
て
お

り
、微
生
物
の
活
動
に
必
要
な
酸
素

発掘調査前の伊場遺跡（1971［昭和46］年ごろ）

発掘調査（1972［昭和47］年ごろ）

木製品（井戸の筒）が出土した時の
様子（梶子遺跡・1982〜1983［昭
和 57 〜 58］年）

特集　重要文化財指定 博物館で特別展を開催 伊場遺跡群出土品を見に行こう

田
ん
ぼ
の
中
に

土
器
が
！

　
中
学
生
の
頃
、田
ん
ぼ
で

親
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

時
に
土
器
が
足
に
当
た
っ

た
り
、戦
時
中
の
艦
砲
射
撃

の
跡
が
池
に
な
っ
て
い
る

場
所
で
土
器
を
目
に
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を

当
時
通
っ
て
い
た
西
部
中

学
校
の
先
生
に
伝
え
、見
つ

け
た
場
所
へ
先
生
と
友
人

を
連
れ
て
行
く
と
、田
ん
ぼ

の
あ
ぜ
道
で「
鰭ひ
れ
つ
き
つ
ぼ

付
壺
」と

後
に
呼
ば
れ
る
土
器
を
見

つ
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
先
生
が
國
學
院

大
學
の
教
授
に
見
せ
た
と

こ
ろ
、間
も
な
く
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、弥
生
時
代
の
集

落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

後
世
に
伝
え
て
ほ
し
い

　
見
つ
け
た
土
器
が
遺
跡

発
見
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

今
回
、重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、当

時
の
こ
と
は
と
て
も
良
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
人
々

が
関
わ
っ
て
遺
跡
や
出
土
品

が
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
後
世
に
永
く
伝

え
ら
れ
て
い
け
ば
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

中
学
生
時
代
に
伊
場
遺
跡
で
土
器
を

発
見
し
た
小
林
豊
明
さ
ん（
市
内
在
住
）

に
、当
時
の
様
子
と
伊
場
遺
跡
へ
の
思

い
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

が
遮
断
さ
れ
て
い
た
た
め
、木
製
品

が
真
空
パ
ッ
ク
の
よ
う
な
状
態
で

残
っ
て
い
ま
し
た
。

木
甲
は
ど
の
よ
う
な
素
材
を
使
っ
て

赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
？

　
ベ
ン
ガ
ラ
と
朱
と
い
う
２
種
類
の

顔
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
２

種
類
の
う
ち
朱
は
、原
料
と
な
る
鉱

物
が
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
採
れ
な

い
、貴
重
な
も
の
で
し
た
。

特
別
展
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

や
講
座
な
ど
で
出
土
品
の
解

説
を
し
ま
す
。興
味
の
あ
る
人

は
、参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

博物館学芸員が答える博物館学芸員が答える
伊場遺跡群出土品伊場遺跡群出土品

QQ&&AA
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伊
場
遺
跡
発
見
か
ら
76
年
の
歩
み

１
９
４
９（
昭
和
24
）年

土
器
が
発
見
さ
れ
、國
學
院
大
學
が

発
掘
調
査
開
始

１
９
５
４（
昭
和
29
）年

県
指
定
史
跡
に
指
定

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
ご
ろ

遺
跡
の
一
部
が
国
鉄
東
海
道
線
の

貨
物
駅
と
留
置
線
の
移
転
予
定
地
と
な
る

１
９
６
８（
昭
和
43
）年

貨
物
駅
と
留
置
線
用
地
の
発
掘
調
査
開
始

１
９
７
３（
昭
和
48
）年

貨
物
駅
と
留
置
線
の
移
転
の
た
め

県
史
跡
指
定
が
解
除

１
９
７
４（
昭
和
49
）年

伊
場
遺
跡
公
園
整
備
開
始

１
９
７
５（
昭
和
50
）年

伊
場
遺
跡
資
料
館
が
開
館（
現
在
は
閉
館
）

２
０
０
２（
平
成
14
）年

伊
場
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
古
代
の
木
簡・

墨ぼ
く
し
ょ書
土
器
が
県
指
定
有
形
文
化
財
と
な
る

２
０
２
５（
令
和
７
）年

伊
場
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代

後
期
の
遺
物
が
重
要
文
化
財
指
定

伊
場
遺
跡
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

　

伊
場
遺
跡
は
埋
め
戻
さ
れ
た
今
も
地
下

に
眠
っ
て
い
ま
す
。市
で
は
、遺
跡
を
後
世

に
残
し
て
い
く
た
め
に
、現
地
の
保
存
に
努

め
る
と
と
も
に
、遺
跡
公
園
や
出
土
品
を
活

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
、市
民
の

皆
さ
ん
へ
遺
跡
の
価
値
や
魅
力
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。
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JR浜
松駅

遠州鉄道
新浜松駅

梶子遺跡

梶子北遺跡

三永遺跡

中村遺跡

伊場遺跡公園
小林さんが土器を発見した場所

西図書館

畷東遺跡
なわてひがし

く た ん だ

しろやま

さんえい

城山遺跡
伊場遺跡

九反田遺跡
鳥居松遺跡

伊場遺跡群

西部中浜松西高

県居小

伊場遺跡を伊場遺跡を
知り、伝えて知り、伝えて
いく活動いく活動

市立県居小学校（中央区東伊場二丁目）の学
区内に伊場遺跡公園があり、毎年３年生が
総合的な学習の時間「県居大好き」で探検に
出かけています。また 3、4 年生は遠足でも
訪れ、公園で弁当を食べたりミニウオーク
ラリーをしたりして楽しく過ごしています。

地
域
や
学
校
で

広
が
る

散
歩
し
よ
う

鑑
賞
し
よ
う

50 年前の伊場遺跡グッズ
（木甲をかたどった文鎮）

県立浜松西高等学校
50 周年記念館 落成
記念品（1974［昭和
49］年）

　　今後の講座や見学会
●特別展関連事業
講座×ギャラリートーク
�2026（令和 8）年 1 月 10 日㈯
10:00 〜 14:00
会場：�市立城北図書館（中央区和地山二

丁目）および博物館
申込：�【窓口・電話】12月8日㈪から城北

図書館（☎︎ 474-1725）へ
●天竜川・浜名湖地域合併 20 周年記念
連続講座「紀元 2 世紀の浜松を考える」
第 9 回 座談会「伊場遺跡とは何か」×
伊場遺跡見学会
�2026（令和 8）年 1 月 12 日㈪
9:30 〜 14:30
会場：�市立西図書館（中央区西伊場町）

および伊場遺跡公園
申込：�【窓口・電話】12月3日㈬から西図

書館（☎︎ 456-3379）へ

見学会の様子

最初に土器を発見した小林豊明さんの母校
の市立西部中学校（中央区鴨江二丁目）では、
1996（平成８）年に、創立 50 周年を記念し
て伊場遺跡発見を題材にした演劇が催され
ました。小林さんや先生が土器を見つけた当
時の様子が描写された台本が残っています。

（博物館蔵）

中央区東伊場二丁目
（駐車場あり）
※常時開園

伊場遺跡の一部が公園になっています。細長い園内には往復
1km の散歩道があり、弥生時代に集落を囲っていた環濠や、奈
良・平安時代の建物（復元）などが並んでいます。当時の景色を想
像しながら歩いてみてはいかがでしょうか。

近隣地域から出土した銅鐸のほか歴史民俗資料を展示していま
す。銅鐸は弥生時代を代表する青銅器であり、農耕に関わる祭

さ い し
祀

に用いられたと考えられています。

2026（令和 8）年 2 月 1 日㈰まで開催中の企画展「はままつの文
化財 20 年のあゆみ」で、伊場遺跡群の一つである梶子遺跡の出
土品（壺など）を展示しています。

浜名区細江町気賀 1015-1
☎︎ 523-1456
開館時間 9:00 〜 17:00
休館日 月曜日（祝日は開
館）、祝日の翌日、年末年始

浜名区引佐町井伊谷 616-5
☎︎ 542-3660
開館時間 9:00 〜 17:00

（最終入館 16:30）
休館日 月曜日（祝日は開
館）、祝日の翌日、年末年始

伊場遺跡公園

姫街道と銅鐸の歴史民俗資料館

地域遺産センター

伊場遺跡に親しめる公園や、弥生時代の出土品を
観覧できる施設を紹介します。

おでかけスポット情報おでかけスポット情報
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